








要約:内外の文献を検索し,クレチン症マススクリーニングの効果評価を行った。わが国で

のマススクリーニングによる偽陰性例は全国調査によると 12 例で，1,278,000 例に対し

て 1 例と諸外国の 1/30～1/10 であるが,北海道における結果からみると,もう少し多いの

ではないかと推定される。偽陰性の原因は,いずれの報告も人為的なものと TSH 遅発上昇

によるものがほぼ半数づつであった。

千葉県および札幌市での偽陽性率はそれぞれ 0.029%.0.047%であった。調査および報告か

ら算出したsensitivtyは千葉県1.O00,北海道(除札幌市)0.981,札幌市0.947,北米O.905,

フランス 0.972 であり,わが国での specificity は 0.999 であった。

マススクリーニング前における年長クレチン症児の IQ は,わが国,欧米いずれも IQ90 以上

が症例の約 1/3 であるが,マススクリーニング後では約 3/4 が IQ90 以上となっている。コ

ントロールをとった欧米の報告では,コントロールと差がないとするもの,差を認めるとす

るものがあるが,いずれにおいてもマススクリーニング後著明な改善が得られている。

これらの事より,クレチン症のマススクリーニングは非常に有効性の高いものと考えられ

た。


